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2007.12.06

更
新

の
講
義
内
容

言
語
生
活
か
ら
み
た
新
聞
論
評
・
コ
ラ
ム

25

月
５
日
付

よ
み
う
り
寸
評

12〈
黄
葉
は
散
り
紅
葉
は
旺
（
さ
か
）
ん
な
り
〉
―
―
高
野
素
十
の
句
。
黄
葉
と
紅
葉
が
逆
も
あ
る
。
東
京
の
西
郊
・

国
立
市
の
駅
前
、
大
学
通
り
で
は
イ
チ
ョ
ウ
の
黄
葉
が
ま
だ
緑
の
樹
も
あ
り
、
紅
、
黄
、
緑
が
入
り
交
じ
っ
て
錦
を
織

り
な
し
て
い
る
◆
近
年
、
温
暖
化
の
せ
い
か
、
紅
葉
の
見
ご
ろ
が

月
に
か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。
や

12

は
り
素
十
の
句
〈
紅
葉
ち
る
常
寂
光
寺
よ
き
日
和
〉
で
先
月
訪
れ
た
京
都
の
紅
葉
の
美
し
さ
を
思
う
◆
そ
ん
な
折
、
き

ょ
う
は
全
国
的
に
冷
え
込
み
が
厳
し
く
、
北
国
か
ら
は
雪
の
便
り
だ
。
〈
雪
の
上
く
ぼ
み
く
ぼ
み
て
落
ち
葉
あ
り
〉
が

目
に
浮
か
ん
だ
。
〈
街
路
樹
の
夜
も
落
ち
葉
を
い
そ
ぐ
な
り
〉
◆
大
学
ラ
グ
ビ
ー
の
雄
・
関
東
学
院
大
の
春
口
広
監
督

が
辞
任
し
た
。
部
員
の
大
麻
事
件
が
広
が
っ
た
こ
と
の
引
責
。
２
人
逮
捕
の
後
、
さ
ら
に
１
２
人
の
吸
引
が
明
ら
か
に

な
っ
た
◆
１
９
７
４
年
に
監
督
就
任
、
当
時
わ
ず
か
８
人
だ
っ
た
部
員
が
今
や
１
５
０
人
を
超
え
る
。
９
７
年
度
か
ら

１
０
年
連
続
で
大
学
選
手
権
決
勝
に
進
み
、
６
回
優
勝
。
全
盛
期
へ
膨
張
し
過
ぎ
た
部
は
内
部
崩
壊
し
、〈
盛
者
必
衰
〉

を
早
め
た
◆
旺
ん
な
紅
葉
も
や
が
て
は
落
ち
る
。
厳
し
い
冬
へ
の
足
取
り
は
日
に
日
に
速
く
な
っ
て
ゆ
く
。

（2007

年12

月5

日14

時0

分

読
売
新
聞
）
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文
化
遺
産
保
護

条
約
テ
コ
に
海
外
で
の
協
力
拡
大
を
（12

月3

日
付
・
読
売
社
説
）

こ
れ
を
機
に
、
日
本
政
府
は
世
界
の
文
化
遺
産
を
守
る
た
め
の
国
際
協
力
に
、
よ
り
一
層
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
行

く
べ
き
だ
ろ
う
。

政
府
は
、
武
力
紛
争
時
に
文
化
財
を
保
護
す
る
こ
と
を
定
め
た
「
ハ
ー
グ
条
約
」
と
、
二
つ
の
関
連
議
定
書
を
批
准

し
た
。
日
本
は
今
月
１
０
日
か
ら
、
１
１
８
番
目
の
締
約
国
と
な
る
。

条
約
は
、
遺
跡
や
博
物
館
、
歴
史
的
建
造
物
な
ど
の
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
武
力
攻
撃
の
対
象
と
し
な

い
こ
と
を
、
締
約
国
に
義
務
づ
け
て
い
る
。

条
約
に
従
い
、
「
武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
保
護
法
」
が
、
先
の
通
常
国
会
で
成
立
し
た
。
国
指
定
の
重
要
文
化
財

な
ど
に
は
、
条
約
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
「
ブ
ル
ー
シ
ー
ル
ド
」
と
呼
ば
れ
る
世
界
共
通
の
特
別
標

章
を
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

国
や
自
治
体
は
、
重
要
文
化
財
の
所
有
者
や
文
化
財
保
護
の
関
係
者
ら
に
、
条
約
の
趣
旨
を
周
知
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。第

１
議
定
書
は
、
占
領
地
域
か
ら
の
文
化
財
流
出
を
防
ぐ
た
め
に
、
輸
出
入
の
管
理
・
規
制
を
行
う
こ
と
な
ど
を
柱

と
し
て
い
る
。

イ
ラ
ク
戦
争
の
際
、
フ
セ
イ
ン
政
権
崩
壊
後
の
混
乱
の
中
で
、
イ
ラ
ク
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
古
代
メ
ソ

ポ
タ
ミ
ア
文
明
な
ど
の
貴
重
な
文
化
財
、
約
１
万
５
０
０
０
点
が
住
民
に
略
奪
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

米
英
両
国
が
批
准
し
て
お
ら
ず
、
イ
ラ
ク
戦
争
で
条
約
は
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
人
類
の
貴
重
な
文
化
遺
産
を
守
る

た
め
に
は
、
多
く
の
国
が
条
約
に
加
入
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

日
本
政
府
は
１
９
５
４
年
の
条
約
起
草
会
議
に
参
加
し
、
調
印
も
し
た
が
、
批
准
は
長
く
見
送
ら
れ
て
き
た
。
条
約

は
、
武
力
紛
争
と
い
う
「
有
事
」
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
日
本
で
は
一
連
の
有
事
法
制
が
２
０
０
４
年
ま
で
整
備
さ
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れ
な
い
ま
ま
だ
っ
た
た
め
だ
。

放
送
局
、
幹
線
道
路
な
ど
の
軍
事
目
標
と
な
る
施
設
か
ら
「
十
分
な
距
離
」
を
置
い
て
い
な
い
文
化
財
へ
の
攻
撃
を
、

条
約
は
禁
止
し
て
い
な
い
。
京
都
や
奈
良
の
文
化
遺
産
が
守
ら
れ
る
の
か
と
疑
問
視
す
る
声
も
強
か
っ
た
。

だ
が
、
特
定
の
文
化
財
は
軍
事
目
標
と
な
る
施
設
か
ら
の
距
離
と
は
無
関
係
に
保
護
さ
れ
る
と
し
た
条
約
第
２
議
定

書
が
、
２
０
０
４
年
に
発
効
し
て
い
る
。
有
事
法
制
の
整
備
や
第
２
議
定
書
の
発
効
で
環
境
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
今
回

の
批
准
と
な
っ
た
。

日
本
政
府
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
な
ど
世
界
各
地
の
文
化
遺
産
の
保
存
修
復
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

「
海
外
文
化
遺
産
保
護
国
際
協
力
推
進
法
」
も
昨
年
制
定
さ
れ
、
関
係
省
庁
や
民
間
団
体
の
連
携
が
強
化
さ
れ
た
。

ハ
ー
グ
条
約
の
批
准
を
機
に
、
さ
ら
に
ど
ん
な
地
域
で
何
が
出
来
る
か
、
活
動
の
拡
大
を
検
討
す
べ
き
だ
。
日
本
の

文
化
外
交
は
、
よ
り
説
得
力
を
持
つ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

（2007

年12

月3

日1

時19

分

読
売
新
聞
）

４
月

日
〔
日
〕

版
総
合
・
政
治
２
の
「
日
経
新
聞
」
の
社
説
で
、

22

14

環
境
と
経
済
を
考
え
る

社
説

森
林
を
整
備
す
る
新
た
な
モ
デ
ル
を
作
ろ
う

─
危
う
い
吸
収
目
標
達
成

─
政
府
依
存
か
ら
脱
却
を

と
言
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

そ
う
い
え
ば
、
同
じ
様
な
題
目
の
社
説
を
見
た
時
に
、
ま
だ
、
人
類
に
は
、
「
環
境
が
な
け
れ
ば
、
経
済
も
あ
り
得
な
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い
」
と
い
う
こ
と
が
、
周
知
し
て
い
な
い
の
か
と
思
い
、
ブ
ロ
グ
を
書
い
た
の
を
思
い
出
し
た
。

※
記
事
内
容
の
抜
粋
文

森
を
整
備
す
る
に
は
、
森
林
資
源
を
単
に
守
る
だ
け
で
な
く
積
極
的
に
使
う
視
点
が
欠
か
せ
な
い
。
計
画
的
に
間
伐

を
実
施
し
木
材
の
安
定
的
な
供
給
体
制
を
作
る
こ
と
は
、
森
林
再
生
の
第
一
歩
で
も
あ
る
。

京
都
府
南
丹
市
の
日
吉
町
森
林
組
合
は
〇
六
年
度
の
木
材
供
給
量
を
約
一
万
立
方
㍍
と
五
年
前
の
五
倍
に
増
や
し

た
。
森
の
実
態
を
調
査
し
、
必
要
な
伐
採
本
数
や
そ
の
費
用
、
間
伐
材
の
販
売
見
込
額
な
ど
を
明
記
し
た
計
画
書
を
作

っ
て
所
有
者
に
提
示
す
る
。
提
案
型
榮
業
の
成
果
だ
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
一
〇
〇
％
を
目
指
す
岩
手
県
葛
卷
町
は
風
力
発
電
や
太
陽
光
発
電
に
続
い
て
木
材
チ
ッ
プ
な
ど

を
使
っ
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
プ
ラ
ン
ト
を
民
間
企
業
と
協
力
し
て
導
入
し
、
牧
場
内
の
施
設
に
送
電
し
て
い
る
。
木
く

ず
な
ど
を
固
め
た
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
燃
や
す
ボ
イ
ラ
ー
や
ス
ト
ー
ブ
の
普
及
も
進
め
て
い
る
。
地
中
熱
や
給
湯
や
冷
暖

房
に
利
用
す
る
集
成
在
を
使
っ
た
省
エ
ネ
型
住
宅
も
建
て
る
。

環
境
が
な
け
れ
ば
、
経
済
も
あ
り
得
な
い

[

建
築
・
都
市
・
建
築
家

]

「
日
経
新
聞
」
２
月

日
の
社
説
で
、

11

環
境
と
経
済
を
考
え
る

社
説

新
た
な
発
想
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を

─
利
用
促
進
に
大
き
な
課
題

─
技
術
開
発
に
力
入
れ
よ

と
言
う
記
事
が
今
日
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

何
を
今
更
と
言
う
感
じ
で
あ
る
が
、
驚
か
さ
れ
る
の
は
、
環
境
と
経
済
が
未
だ
に
同
等
の
関
係
に
お
か
れ
て
い
て
、
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環
境
が
な
け
れ
ば
、
経
済
も
あ
り
え
な
い
あ
る
い
は
、
環
境
が
な
け
れ
ば
、
人
類
の
将
来
は
な
い
と
い
う
視
点
が
ま
だ

一
般
的
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

「
経
済
」
と
言
う
言
葉
を
『
広
辞
苑
』
で
調
べ
る
と
、

１
）[

文
中
子
礼
楽]

国
を
治
め
人
民
を
救
う
こ
と
。
経
国
済
民
。
政
治
。

２
）
（econom

y
）
人
間
の
共
同
生
活
の
基
礎
を
な
す
物
質
的
財
産
の
生
産=

分
配=

消
費
の
行
為=

過
程
、
な
ら
び
に

そ
れ
お
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る
人
と
人
と
の
社
会
関
係
の
総
体
。
→
理
財

３
）
費
用
の
か
か
ら
な
い
こ
と
。
費
用
を
か
け
な
い
こ
と
。
倹
約
。
「
電
力
の
─
を
は
か
る
」
「
─
車
」

と
な
っ
て
い
る
。

国
を
治
め
人
民
を
救
う
こ
と
、
人
と
人
と
の
社
会
関
係
の
総
体
。
な
ど
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
金
銭
至
上
主

義
の
こ
と
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
つ
の
間
に
か
金
銭
が
も
う
か
る
こ
と
が
経
済
で
あ
る
か
の
よ

う
に
感
じ
ら
れ
る
様
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
『
広
辞
苑
』
に
よ
れ
ば
「
環
境
」
は
、
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。

１
）
め
ぐ
り
囲
む
区
域

２
）
四
囲
の
外
界
。
周
囲
の
事
物
。

特
に
、
人
間
ま
た
は
生
物
を
と
り
ま
き
、
そ
れ
と
相
互
関
係
を
及
ぼ
し
合
う
も
の
と
し
て
み
た
外
界
。

自
然
的
環
境
と
社
会
的
環
境
と
が
あ
る
。
「
生
活
─
」
す
な
わ
ち
、
人
間
を
は
じ
め
と
す
る
生
物
を
と
り
ま
く
周
縁
全

体
で
あ
る
。
環
境
が
破
壊
さ
れ
た
り
、
環
境
が
な
く
な
っ
た
り
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
、
人
間
や
生
物
そ
の
も
の
も
存
在

し
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
環
境
問
題
の
シ
リ
ア
ス
さ
が
あ
る
の
で
あ
る
。

人
類
は
、
環
境
が
な
け
れ
ば
、
経
済
も
あ
り
得
な
い
し
、
あ
っ
た
と
し
て
も
何
の
意
味
も
な
い
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ

る
。

- 6 -

世
界
自
然
遺
産
の
屋
久
島
を
森
林
整
備
の
モ
デ
ル
事
業
に

「
森
林
整
備
事
業
を
屋
久
島
に
」
実
行
委
員
会

屋
久
島
大
屋
根
の
会

屋
久
島
林
業
関
係
者
「
地
杉
の
会
」

目

次

一

森
林
整
備
の
モ
デ
ル
事
業
に

縄
文
杉
を
含
め
て
一
〇
〇
〇
年
～
七
二
〇
〇
年
の
樹
齢
を
誇
る
屋
久
杉
の
原
生
林
は
風
雪
に
耐
え
な
が
ら
逞
し
く
生

き
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
山
中
に
は
屋
久
杉
に
続
け
と
ば
か
り
の
小
杉
（
一
〇
〇
〇
年
以
下
の
杉
の
樹
）
の
原
生
林
も

成
長
を
続
け
て
い
る
。

京
都
議
定
書
で
は
、
森
林
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
を
温
暖
化
ガ
ス
の
削
減
量
に
導
入
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
。
一
九
九
〇
年
頃
で
六
％
の
削
減
義
務
を
負
う
日
本
国
は
、
三
・
八
％
分
を
森
林
に
よ
る
吸
収
で
賄
う
方
針
で
あ

り
、
、
こ
の
た
め
に
は
今
後
六
年
間
に
国
土
面
積
の
一
割
近
い
三
三
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
対
象
に
間
伐
を
進
め
る
方
針

で
あ
る
。
（
二
〇
〇
七
年
四
月
二
二
日
付
日
本
経
済
新
聞
よ
り
）

古
来
、
屋
久
島
の
森
は
全
て
神
の
山
で
、
特
に
奥
山
は
女
人
禁
制
の
聖
域
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
初
め
ま
で
島
の
人

々
は
屋
久
杉
を
神
木
と
し
て
拝
め
、
伐
採
す
る
こ
と
は
滅
多
に
な
か
っ
た
。

泊
如
竹
（
屋
久
島
・
安
房
出
身
）
は
、
京
都
の
本
能
寺
・
鹿
児
島
の
正
興
寺
で
修
行
の
後
、
寛
永
十
七
年
（
一
六
四

と
ま
り
じ
よ
ち
く

〇
）
頃
、
島
津
光
久
（
第
十
九
代
藩
主
）
に
侍
讀
と
し
て
仕
え
る
こ
と
に
な
り
、
屋
久
島
の
森
林
資
源
の
活
用
に
つ
い

て
献
策
し
た
と
さ
れ
、
豊
臣
秀
吉
の
起
こ
し
た
京
都
方
廣
寺
の
大
仏
殿
の
建
立
用
材
調
達
令
は
、
屋
久
杉
を
含
め
た
森

林
資
源
の
島
と
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
藩
政
時
代
か
ら
共
有
山
林
と
し
て
利
用
し
て
き
た
山
林
の
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殆
ど
を
「
地
租
改
正
」
「
官
民
有
山
林
境
界
調
査
」
の
結
果
、
官
有
林
と
さ
れ
、
伐
採
は
悉
く
禁
止
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
「
屋
久
島
国
有
林
経
営
の
大
綱
」
の
発
布
を
期
に
、
森
林
軌
道
や
国
有
林
の
開
発
が
開
始

さ
れ
、
林
業
は
島
の
最
重
要
産
業
と
な
り
、
屋
久
杉
は
島
の
経
済
を
支
え
る
資
源
と
し
て
島
か
ら
盛
ん
に
運
び
出
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
昭
和
三
〇
年
代
の
集
中
的
な
伐
採
を
最
後
に
木
材
需
要
の
低
迷
・
自
然
保
護
の
気
運
の
盛
り
上
が
り
、
伐

採
基
地
周
辺
の
木
材
枯
渇
か
ら
昭
和
四
五
年
に
は
事
業
所
が
閉
鎖
さ
れ
、昭
和
五
〇
年
代
に
は
完
全
に
伐
採
金
と
な
り
、

一
八
年
後
の
平
成
五
年
一
二
月
に
ユ
ネ
ス
コ
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

幾
多
の
歴
史
変
遷
の
な
か
に
あ
っ
て
も
、
太
古
の
森
を
守
り
続
け
て
き
た
屋
久
島
の
住
人
と
そ
の
主
役
で
あ
る
屋
久

杉
と
子
役
で
あ
る
小
杉
達
、
今
こ
そ
、
其
の
歴
史
の
主
役
に
恩
返
し
を
し
、
子
役
達
を
立
派
に
育
て
て
こ
そ
、
七
二
〇

〇
年
の
歴
史
へ
の
見
返
り
と
し
て
、
今
後
の
地
球
上
に
生
存
す
る
あ
ら
ゆ
る
生
命
体
と
の
共
存
共
栄
を
諮
ら
ね
ば
な
ら

な
い
。

都
市
化
が
進
む
日
本
で
は
、
森
林
を
さ
ら
に
拡
げ
る
余
地
は
小
さ
い
。
今
あ
る
森
を
し
っ
か
り
管
理
す
る
こ
と
が
ま

ず
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
戦
後
植
林
し
た
人
工
林
は
木
材
需
要
の
低
迷
や
人
手
不
足
な
ど
に
よ
り
荒
廢
が
進
ん
で
い
る
。

ま
さ
に
荒
れ
た
侭
な
の
で
あ
る
。

森
を
整
備
す
る
に
は
森
林
資
源
を
積
極
的
に
使
う
（
間
伐
）
こ
と
に
よ
り
、
木
材
の
安
定
的
な
供
給
体
制
を
作
る
こ

と
が
森
林
再
生
の
第
一
歩
と
な
る
。
昨
今
の
ア
ジ
ア
の
伐
採
規
制
や
中
国
の
需
要
増
、
国
内
で
の
合
板
や
チ
ッ
プ
、
集

成
材
な
ど
に
よ
り
木
材
の
需
要
も
増
加
の
方
向
へ
と
転
換
し
て
き
て
い
る
。

京
都
議
定
書
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
森
林
吸
収
分
の
主
役
は
七
二
〇
〇
年
の
生
命
を
守
り
続
け
る
屋
久
島
か
ら
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
い
。
屋
久
島
は
官
民
有
の
合
計
が
一
〇
七
四
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
間
伐
目
標
の
〇
，
三
三
％
を
占
め
て
い

る
。
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森
林
の
再
生
や
資
源
活
用
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
は
国
民
の
一
人
ひ
と
り
が
共
有
の
財

産
と
し
て
屋
久
島
の
森
を
守
り
続
け
て
其
の
成
果
を
世
界
に
発
進
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
政
府
の
支
援
は
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
国
の
補
助
金
頼
み
で
は
森
林
を
持
続
的
に
整
備
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
地
方
自
治
体
・
企
業
・
住
民
と
一
体
に
な
っ
た
地
域
ぐ
る
み
の
生
産
・
流
通
活
動
が
最
重
要
で
あ
る
。

二

屋
久
島
の
森
林
の
概
要

三

成
長
を
続
け
る
人
工
林


